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大阪大学大型計算機センター・ニュース (No20)1976-2 

フォーラム欄

いよいよ満10年目をむかえる阪大大型計算機である。この歳月は相当なもの，硬軟ともに開

発整備が目にみえてす>んできた。それに伴って，ユーザ側の利用者意識も大いに向上してき

た。

だが，ユーザ～センタ間，あるいは，ユーザ相互の情報交換のチャンネルはといえば，これ

は今なおいかにも心細い。このパンフレットとか，随時配布される速報が，ユーザ～センタ間

の通信の役割を，細々と， しかも一方通行で果しているといえるのだが，ユーザ個個のもつ，

もろもろの苦情を処理し， あるいは，ユーザ相互の有益な計算に関する情報交換といった機能

は全くといってよい程持ち得ないのである。本号に塔載されたアンケート調査のごとき程度が

唯一の機会でしかない。

ユーザが自ら開発した有効なプログラムや，外からのいろいろな新しい事柄をのせた文献な

どをお互に告げあえれば，あるいは，今までに各ユーザが貯めていた不満や苦情を，曝けだし

てしまうことができれば，それらはやがては多くの関係者に示唆を与えずにはおかないであろ

う。そうすれば意外な処に潜在した不合理を除去し，ひいては運営能率の向上にも大いに有効

であろう。

このフォーラム欄が，そういったことに利用できることが，ューザの一人としての願望であ

る。 (WAY)
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